各部のなまえとはたらき 


上面操作 • 表示窓 


•上面表爪部 送信部(レンジフード連動システム付のみ） 

送信部（レンジフード連動システム付のみ） 火カバー 火力を表示します。 

左ヒーター表示 中央ヒーター高温注意表示 I 右ヒーター表示 



◊液晶表示が火力に応じて3色に光り、 r 1」〜 r 12」で火力の設定状態をお知らせします。 

※液晶表示は、左•右ヒーターの操作を終えてから約〗〇秒後に減光します。再度操作をすると、もとの明るさに戻ります。 


■iiiliilSl i 

とろ火•弱火 中火 

}』〜r s 』 r &』〜 r 8 』 


強火•八イパワー 

r 3 』〜 r 


※表示窓の上に高温の鍋を圃くと、液晶表示が黒くなることがあります。黒くなった場合は鍋をおろし、しばら 
く放置するともとに戻ります。 


•上面操作部 


火カキー 


タイマーキー 


Q 911 ^ 


右ヒーター 
切/スタートキー 


火カキー 

左ヒーター切/スタートキー 
設定キ - 

•火力調節 
• タイマー時間設定 

• 揚げものの温度設定、炊飯湯わかしの仕上がり調節、保温の調節、炊飯カップ数の設定 


メニューキー 

•揚げもの、湯わかし、 
保温、炊飯の設定 


タイマーキー 


|»^j I と ss * 中 ' k | af 火 _J {KQ | 

右 々— J . 


揚げもの 
キー 

設定キー 

• 火力調節 
• タイマー時間設定 
• 揚げものの温度設定 


※イラストは、 HTB - A 9 FS 形で説明しています。 




約180 m し 
(約1合) 


♦天ぶら鍋 

揚げもの調理をするときに使います。 


※他の調理（炒めもの • 煮ものなど） 
に使用しないで < ださい。天ぶら鍋 
がさびた0、トップブレートが変色す 
る恐れがあ D ます。 

♦計量カップ 

自動炊飯の米の計置専用に使し、ます。 


部品の交換•追加購入 2007年6月現在 


部品名 

部品番号 

希望小売価格 

焼 網 

(消耗部品） 

HTB - A 93 010 

1,575円 

(税抜1.500円） 

受 皿 

(消耗郜品） 

HTB - A 93 012 

2.520円 

(税抜2.400円） 

天ぶら鍋 

HTW -4 DF 024 

2,625円 

(税抜2.500円） 


•前面表示部 


中央ヒ-夕-チャイルド 

球球 


電源 

切/入 


電源ランプ 



L 電源スイッチ 

(電源の入/切） 

— チャイルドロックランプ 
— 中央ヒーターロックランプ 


お買い上げの販売店にこ•相談ください。希望小売価格は価格改定に伴い変更する場合があります。 


左 ヒーター (3.0 kW ) 
(圆ヒーター） 

(使し、かたは18ぺージ） 

I 煮 S || 嫌く »«>S ] 


中央ヒーター d . 2 kW ) 


右ヒ ーター (3.0 kW ) 

(クイックラジエントヒーター） 


(オールメタル [ ffll ヒーター） 

(使いかたは19ページ） 


(使いかたは18ページ） 

※グリルとの同時使用はできません。 


|煮る||焼く ||炒める| 



「 

丨蒸す|| ゆでる|| 揚げる 


送信部 

レンジフードへ赤外線信号を送 
信します。（レンジフード連動 
システム付のみ） 




※収納するときも扉の中央部(マーク部)を押してください。 


前面表示部 • パネル操作部 


•パネル操作部 (使用するときは扉を押して開きます） レ、ノジフー ド 操作部 (34 ぺージ) 



各部のなまえとはたらき 
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各 35 のなまえとはたらき （つづき) 


でください。 


•焼網をセツトするときは焼網の支え部をグリルの手 
前にしてのせてください。 

※のせる向きを逆にすると、本体に取り付けられません。 
•受皿をホルダーにセツトするときは、グリルドアやホ 
ルダーの接続部に当たらないようにのせてください。 
※グリルドアやホルダーの接続部に当たってのせると、 
本体に取り付けられません。また、下ヒーターに直 
接のせないでください。 


※グリルドアはフロントグリルに密着するまで押し込ん 


支え部 



フロントクリル 


グリル 



グリル (1.5 kW ) I 魚焼き jl グルメ] 


(上•下ともシーズヒーター）（使いかたは30ページ) 
庫内の上部に触媒用ヒーター （300 W ) があります。 

※中央ヒーターとの同時使用はできません。 


受皿 • 焼網のつけかた • 外しかた 


グリルドア 



グリルドア 


安全機能 


◊過熱防止自動停止機能 

(本体、左•右ヒーター） 

◊鍋無し自動停止機能 

(左•右ヒーター） 

◊小物検知自動停止機能 

(左•右ヒーター） 

◊揚げもの鍋そり検知 
自動停止機能 

(左•右ヒーター） 

◊高温注意表示 




•吸•排気カバーがふさがれていたりして、本体内部が異常に高温になったり、鍋底 
の温度が異常に上がると、ブザーが鳴り、通電を停止します。 

•調理中に鍋をおろしたり、位置を大きくずらすと、約30秒後にメロディーが鳴り、 
通電を停止します。 

•誤ってナイフやフォークなどの金属小物や、直径の小さい鍋を載せて左または右ヒー 
ターを通電すると、約30秒後にメ□ディーが鳴り、通電を停止します。 

•揚げもの温度コント□ール使用時、鍋底に約 2 mm 以上のそりがあったり、変形し 
ていると、ブザーが鳴り、通電を停止します。 


• トッププレートやグリルの温度が高温であることを、トッププレートの場合は表示 
窓に、グリルの場合はパネル操作部に表示してお知らせします。 

•各ヒーターまたはグリルを使用し、一定時間経過すると通電を停止します。 

(左•右ヒーター、中央ヒーター…操作後約45分、グリル(手動調理）…約30分） 


◊待機時消費電カオフ機能 •••調理終了後、約45分経過すると自動的に電源ランプが消え電源を切り、待機時消 

費電力を節約します。（高温注意表示を行っているときは働きません。） 


◊チャイルドロック、 
中央ヒーターロック 


•小さなお子さまなどが触っても作動しないように、また熱を持つ中央ヒーターが作 
動しないようにロックができます。 


■メロディー機能について 


ブザーに切り換えるときは、電源を入れ、全てのヒーターの通電を行っていない状態でパネル操作部の中央ヒー 
ター操作部のタイマー0を3秒間押します。「ピピッ」とブザーが鳴ったら切り換え終了です。同じ操作でブ 
ザーをメロディーにもどすことができます。（この時は、メ□ディーが鳴って切り換え終了です。） 


■ヒーターの同時使用について 


• 左•右ヒーターと中央ヒーターまたはグリルを同時に使用する場合は、合計の消費電力を 5.8 kW または 
4.8 kW (設置工事時に設定）以内に抑えるため、左ヒーターの最大火力が下がります。 

• 左•右ヒーターを同時に使用し、左ヒーターを火力「12」で使用する場合は、右ヒーターの火力を「11」以下 
に下げてください。右ヒーターの火力を大きくすると右ヒーターの火力が優先され、左ヒーターの最大火力が 
自動的に下がります。 

• 左ヒーターとグリルまたは中央ヒーターを同時に使用する場合は、左ヒーターの最大火力が自動的に下がり 
ます。 

• 左•右ヒーターと中央ヒーターまたはグリルを同時に使用し、左ヒーターが揚げもの温度コントロールの場合、 
右ヒーターの最大火力が自動的に下がります。 

• 揚げもの温度コント□ールは左•右ヒーター同時には使用できません。 

• 自動調理の組み合わせによっては、左•右ヒーター同時使用できない場合があります。 


■吸•排気について 


使用中、本体内部の温度上昇を抑えるために冷却フアンが作動し、吸•排気カバーから吸気、排気を行います。 
• 冷却フアンの作動音がしますが、異常ではありません。 


各部のなまえとはたらき 
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使える鍋について 

◎鍋の材質により、使える鍋と使えない鍋がありますので、お確かめください。 


市販の鍋を購入するとき 


鉄 • ステンレス • 多層鍋の場合 

• 財団法人製品安全協会の マークのある鍋をおすすめします。 

(鍋の説明霤をよくお読みになり鍋に適した火力で使用するなど正しく安全にお使いください。） 



鍋底が平らで直径が12〜 26 cm のもの。 


マークを確認して 
ぐださい。 


銅•アルミ鍋の場合 



自動調理（湯わかし、炊飯）で使える鍋について 


自動調理（湯わかし、炊飯）には、必ず画 M 圉 1 KD 付きの鍋でつぎのものを使用してください。 
※下記以外の鍋を使用すると、自動調理（湯わかし、炊飯）が正しくできません。 


〇自動湯わかし 

• 鍋底の径が15〜 23 cm のもの 

•鍋底が平らなもの(鍋底の凹凸（そりや脚） 1 mm 以下) 


◎自動湯わかし推奨ケトル 

品名：ケトル 
型式：106346※ 

希望小売価格：10.500円 
(税抜10.000円） 
2007年6月現在 


〇自動炊飯 

• 鍋底の径が18〜 20 cm 、 底の厚さ1 .5 mm 以上のもの 
•鍋底が平らなもの(鎖底の凹凸（そりや脚） 1 mm 以下） 

• ホー□一鍋は焦げつきやすいので、使用できません。 

◎自動炊飯推奨鍋 

品名：両手鍋 
型式：106087※ 

希望小売価格： 7.245円 
(税抜6.900円） 

2007年6月現在 




※お買い上げ販売店にご相談ください。希望小売価格は価格改定に伴い変更する場合があります。 


揚げものに使える鍋について 


• 付属の天ぶら鍋以外は、絶対に使わないでください。 
(鍋底が変形したら使わないでください。） 

• 油は50 Og 〜80 Og で、必ず「揚げもの温度コントロール」 
を使用して調理してください。 

• 油煙が多く出たら電源を切ってください。 



付属の天ぶら鍋以外を使用すると、 
火災の原因になります。 


お手持ちの鍋の確認のしかた 


左ヒーターで確認する場合 


❸ 火カキーの「中火」 
キーを押す。 


0 上面操作部の 
切/スタートキー 
を押す。 



〇 水 (200 mL 程度） を入れ 
左 ヒーターの 中央に置く 


i © 電源を入れる。 

電源スイッチをブザーが鳴 
るまで押してください。 

電源ランプが点灯します。 


使える鍋 


火カバーが点灯します C 

(通電を開始） 


3 


X 


使えない鍋 


火カバーが交互に点灯します。 


關認 


a 


瞧 


3 


※表示窓の液晶表示が赤く点灯し、「鍋確認」を表示します。 
※約30秒後メ □ディーが鳴り表示が消え、通電を停止します。 


確認後はヒーターの通電を停止し、電源スイッチを押して電源を切る。 
※左ヒーターで使えない場合は、右ヒーターで同様に確認してください。 


鍋についてのご注意 


※加熱できても、調理中に火力が弱くなったり、重さ•形状によっては鍋が動くものもあります。また、鍋底に凹凸 
(そりや脚)がある鍋は使えない場合があります。（トッププレートの変色 • 破損の原因になります。） （14 ページ） 
※鍋底の厚さが1 mm 未満の薄い鍋は、鍋底が変形することがあります。炒めものはひかえ、低めの火力で使用し 
てください。 

※同じ火力でも（同じ鍋使用）左•右のヒーターで火力が異なることがあります。 

※左•右ヒーターで加熱中に、鍋の種類によっては音（ジー音 • カチカチ音）が発生する場合があります。 

これは磁力線により鍋自体が振動するためで、製品の異常ではありません。そのまま使用してください。 

※左•右ヒーターを同時に使用した場合、鍋の種類によっては調理中に共鳴音「キーン」や「キューン J という音が 
しますが、これも磁力線により鍋が振動するためで異常ではありません。 

※鍋底の水分や汚れ、異物などは必ずふきとってから使用してください。 


使える鍋について 
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使える鍋について （つづき） 

鍋の材質により、使える鍋と使えない鍋がありますので、お確かめください。 


※市販の鍋をお求めになるときは、財団法人製品安全協会の 圉国 マークのある鍋をおす 
すめします。 

(鍋の説明書をよくお読みになり鍋に適した火力で使用するなど正しく安全にお使いください。） 


<ご注意> ホー□一加工した鍋を使うときは、空だきをしたり、焦げつかせないように注意してください。（トッブブレートを破損する原因) 


左•右 ヒーター 



鍋の材質 • 種類 

左ヒーター （画 ヒーター） 

右ヒーター（オールメタル [fflj ヒーター） 

鉄 

鉄 • 鉄鋳物.鉄ホーロー 

〇 

〇 


磁性ステンレス（磁石につくもの1 8—0) 

〇 

〇 

ステン 
レス 

非磁性ステンレス 

• 鍋底の厚さ1 .0 mm 以下 

〇 

〇 


(磁石につかないもの 
18-8、 18-10) 

• 鍋底の厚さ1 .Omm を超えるもの 

/\ 火力が弱くなる場合があります 

1 )^ f \ 火力が弱くなる場合があります 

多層鍋 

• 間に鉄をはさんでいるもの 

•底が 18-0 ステンレスのもの（鍋底に磁石がつくもの） 

磁石のつきが弱いものは、火力が 
弱くなる場合があります 

〇 

• 間にアルミや銅をはさんでいるもの 

>c 加熱できません 

〇 


両手鍋 



r ^\ A 炒めもの•空だきは、鍋が変形しや 
Aa すいので避けてください 


やかん 

茂 


A 容量が約 2.0 L 以上のものをお使い 
ください 

銅 

アルミ 

フライパン•玉子焼き 


加熱できません 

/^\ A 軽いものはバランスが悪く火力が 

ZA 弱くなるものもあります 


片手鍋.雪平鍋.親子鍋デ^* 


A 軽いものはバランスが悪く火力が 

ZA 弱くなるものがあります 


圧力鍋 



〇 

耐熱ガラス 
陶器な ど 

Q 


>c 加熱できません 

加熱できません 

直火用 
魚焼き器 

•底面にホー□一加工したもの 

Y 底面のホー□一が溶けて焼き付き、トッブ 
へ ブレートを破損する原因になります 

y 底面のホーローが溶けて焼き付き、ドンブ 
へ プレートを破損する原因になります 


中央 ヒーター 


鍋の材質 • 種類 


中央ヒーター（クィックラジエントヒーター） 

鉄、鉄錶物、鉄ホー□一、ステンレス、多層鍋、アルミ、銅、超耐熱ガラス ぐ ） 


〇 

土鍋、超耐熱以外のガラス鍋、直火用魚焼き器（底面にホーロー加工したもの） 

※底面のホー□一が溶けて焼き付き、トッブブレートを破損する原因になります。 


^ 加熱できません 


※…国划国 *! マークのある鍋は使用できます。 

で使える」と表示している土鍋やガラス鍋などでも、形状によっては本製品が故障したり、鍋が割れたりする場合がありますので使わないでください。 


鍋の形状 


鍋底が平らで底の直径が12〜 26 cm のもの 



' 鍋底に 3 mm 以上の凹凸 
(そりや脚)があるもの 
鍋底が丸いもの 
底の直径が 26 cm を超 
えるものや、 12 cm 未満 
のちの 



約 3 mm 以上 


約 3 mm 以上 


底が丸いもの 


〇 


X 

使えま 
せん 


• 鍋底が平らで底の直径が15〜 26 cm のもの 
※調理物と合わせて約 1.0 kg 以上でご使用くだ 
さい。軽いと鍋が動い 
たり、火力が低下する 
場合があります。 


V ュ J 

◄ ► 


15〜 26 cm 


，鍋底に 1 mm 以上の凹凸 
(そりや脚）があるちの 
-鍋底が丸いちの 
• 底の直径が 26 cm を超 
えるちのや、1 5 cm 未満 
のちの 



約1 mm 以上 


約 1 mm 以上 


底が丸いもの 


〇 


X 

使えま 
せん 


• 鍋底が平らで底の直径が12〜1 8 cm のもの 
※打ち出し鍋(雪平鍋等)は、 

変形したり、火力が弱く 
なったりする場合があ 
ります。 


H - H 

12〜1 8 cm 


•鋦底に 3 mm 以上の凹凸 
(そりや脚）があるもの 
► 鍋底が丸いもの 
►底の直径が 18 cm を超 
えるもの 


約 丄 


約 3 mm 以上 



底が丸いちの 


〇 


X 

使えま 
せん 





























































































左•右ヒーター/中央ヒーター 

調理をする前に 


火力の目安 


_ 左•右ヒーター 


I 


ハイパワ- 


※l 


■ ■ ■ ■ ■ 





rij 

「2」「3」「4」「5」 

「6」「7」「8」 

「9」「10」「11」「12」 

100 W 200 W 300 W 400 W 500 W 

相当 相当 

800 W 1.1 kW 1.4kW 1.6kW 2.0kW 2.5kW 3.0kW 

※2 



とろ 火丨 

弱火 丨 

中火 ^ 

強火 ^ 

八イパワー i 


煮る 蒸す ゆでる 


保温など 


焼く 


炒める 


※l 消費電力は、鉄ホー□一鍋を使った場合です。 

※2アルミ•銅鍋などは火力「12」に設定しても最大約 2.5kW となります。 


火力 「 lj 〜「4」〇火力「4」〜「6」〇火力「6」〜「7」〇火力「7」 


カレーやポタージュ煮魚やひと煮立ちし煮ものなど、煮汁が水を沸とうさせたり、 
などのとろみのあるたものを煮込むとき多いものをひと煮ただし汁を煮たてると 
ものを煮込むとき ちさせるとき き 


火力「3」〜「5」〇火力「4』〜「7」〇火力「6」〜「9」 


中までじっくり火を卵料理などの弱めの一般的な炒めもの 
通すとき 炒めもの 


火力 r 9 j 


肉類を焼くとき 


■火力調節について 


•火カキーを押すと好みの火力に合わせることができます。 

※火力は「1」〜「12」まで調節できます。 

(左ヒーターで説明しています。） 


切/スタ-卜 


火カ キー 



とろ火 

弱火 

M - 

中火 

― 扇 - 

強火 

—— m - 


設定キ- 




「1」 「4」 「7」「10」 1 - 火力を上げる 

. : 1 — 火力を下げる 

消費電力 ( 約） 100W 400 W 1.1 kW 2.0kW ; 

! . 想当 . ； ※消費電力は、鉄ホー□一鍋を使った場合です。 


■火力調節時のブザーについて . 

•火カキーで火力を調節するときはブザーが鳴りますが、設定キーで火力を調節するときはブザーが鳴りません。 


■オールメタル IH 加熱（右ヒーター）について . 

• アルミ • 銅鍋などは鉄 • 磁性ステンレスなどと比べて、火力感が約20〜30%弱くなります。 

•非磁性ステンレス鍋は、左ヒーターでも使えますが、オールメタル_加熱（右ヒーター）でより高い火力で使 
用することができます。 


左 


火力の目安 


中央ヒ—夕— 


•iJ 


…" 『___』（火力「3」） 
■■… 『 II 』（火力「2」） 
■■… 『 I 』（火力 「1」） 


※中央ヒーターは赤熱し、トッププレートの表面が高温となります。使用中および使用後はトッププレートの温度が高 
くなっていますので、やけどに注意してください。また、絶対に可燃物をのせないでください。 

■ ■翻 as% 

:•ヒーターを切り忘れた場合は、切り忘れ防止自動停止機能が働き、操作後約45分経過すると自動的に通電を停 
止します。（調理タイマー使用中は切り忘れ防止自動停止機能は働きません。） 

• 中央ヒーターは、火力のコント□ールや温度調節機能が働くため、ヒーターが赤くなったり消えたりすることがあ 
りますが故障ではありません。 

( 『強火』の場合でも温度調節機能が働き、ヒーターが赤くなったり消えたりします。） 

:•中央ヒーターの中に見える斜めのすじは、温度調節機能のセンサーです。 


ご注意 


•火力「12」は火力が強いため、少量の食品を調理する場合、鍋やフライパンを傷めてしまうことがありますので、火 
力を下げて使うことをおすすめします。 

•火力「12」は最大約10分継続使用すると、火力「11」に下がります。 

•火力「12」「11」は合計で約15分継続使用すると、火力「10」に下がります。 

• 火力が強い場合、鍋ややかんの形状などによってはふきこぼれたり、蒸気が勢いよく出る恐れがあります。 

沸とうしたら火力を下げてください。 

• 調理をするときはそばを離れないでください。 

•煮込みなどで長時間ご使用時は、途中でかき混ぜるなどし、ふきこぼれや焦げつきにご注意ください。特に調理タイ 
マーを使用するときは焦げつきに注意してください。 

•みそ汁やカレーのルーなど底に沈澱しやすいものを温めなおすときは、弱火でかき混ぜながら行ってください。 
※鍋底に沈澱したみそやカレーのルーなどが温まると突然吹き上がったり、鍋が跳ね上がることがあり、やけどの恐 
れがあります。 

•少量の油を入れて予熱する場合は、火力を弱めにするなど、加熱し過ぎないように注意してください。 

※油の温度が急激に上がり、油が発火することがあります。 

•鍋底の薄いもの、鍋底がそっているフライパンや鍋は、強火で予熱すると赤熱する場合があります。 


600 W 相当 消費電力 ( 約 ) 
300W 相当 



右ヒ I 夕 I \中央ヒ I 夕 I 調理をする前に 
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